
(57)【要約】

【課題】地中温度と地下水分に影響されることなく、地

下水を汚染したり停滞水の湿害を受けることなく、農地

法の面倒な制約を受けずに、高品質で糖度の高い作物を

生産すること。

【解決手段】外鉢と、通水性通気通根性の内鉢と、内鉢

内の培地と、通水通気性の培地支持礫層とを用いる鉢植

栽培方法において、外鉢と内鉢との間に空気層を介在さ

せ、通気性を良くして、作物の呼吸作用を高める。栽培

中に内鉢を取り出して日光に当てるか、外鉢を透明又は

略々半透明として日光に当てて根を切り、根巻きを防止

する。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
外 鉢 と 、 通 水 通 気 通 根 性 の 内 鉢 と 、 内 鉢 内 の 培 地 と 、 通 水 通 気 性 の 培 地 支 持 礫 層 と を 用 い
る 鉢 植 栽 培 方 法 に お い て 、 外 鉢 と 内 鉢 と の 間 に 空 気 層 を 介 在 さ せ 、 栽 培 中 に 内 鉢 を 日 光 に
当 て る か 、 又 は 透 明 又 は 略 々 透 明 な 外 鉢 を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 鉢 植 栽 培 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
培 地 層 の 厚 さ を １ ０ ｃ ｍ 以 内 と す る 請 求 項 １ の 鉢 植 栽 培 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
培 地 層 を 厚 さ ３ ～ ５ ｃ ｍ の 第 １ 培 地 層 と 厚 さ ５ ～ ７ ｃ ｍ の 第 ２ 培 地 層 と に 分 け る 請 求 項 １
又 は ２ の 鉢 植 栽 培 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
第 １ 培 地 層 と し て 弱 酸 性 ～ 弱 ア ル カ リ 性 の 砂 礫 又 は 焼 成 土 を 用 い 、 第 ２ 培 地 層 と し て 強 酸
性 ～ 強 ア ル カ リ 性 の 砂 礫 又 は 焼 成 土 を 用 い る 請 求 項 ３ の 鉢 植 栽 培 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
内 鉢 を 支 持 台 上 に 保 持 す る 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 又 は ４ の 鉢 植 栽 培 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
外 鉢 と 地 表 と の 間 に 防 水 シ ー ト を 設 け る 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 又 は ５ の 鉢 植 栽 培 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
培 地 表 面 に 散 水 施 肥 シ ー ト を 被 せ る 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ 又 は ６ の 鉢 植 栽 培 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
外 鉢 と 、 通 水 通 気 通 根 性 の 内 鉢 と 、 内 鉢 内 の 培 地 層 と 、 通 水 通 気 性 の 培 地 支 持 礫 層 と 、 外
鉢 と 内 鉢 と の 間 に 介 在 す る 空 気 層 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 鉢 植 栽 培 容 器 。
【 請 求 項 ９ 】
外 鉢 が 透 明 又 は 略 々 透 明 で あ る 請 求 項 ８ の 鉢 植 栽 培 容 器 。
【 請 求 項 １ ０ 】
培 地 層 が 厚 さ ３ ～ ５ ｃ ｍ の 第 １ 培 地 層 と 厚 さ ５ ～ ７ ｃ ｍ の 第 ２ 培 地 層 と か ら 成 る 請 求 項 ８
又 は ９ の 鉢 植 栽 培 容 器 。
【 請 求 項 １ １ 】
第 １ 培 地 層 と し て 弱 酸 性 ～ 弱 ア ル カ リ 性 の 砂 礫 又 は 焼 成 土 を 用 い 、 第 ２ 培 地 層 と し て 強 酸
性 ～ 強 ア ル カ リ 性 の 砂 礫 又 は 焼 成 土 を 用 い た 請 求 項 １ ０ の 鉢 植 栽 培 容 器 。
【 請 求 項 １ ２ 】
内 鉢 を 保 持 す る 支 持 台 を 有 す る 請 求 項 ８ 、 ９ 又 は １ ０ の 鉢 植 栽 培 容 器 。
【 請 求 項 １ ３ 】
外 鉢 と 地 表 と の 間 に 防 水 シ ー ト を 設 け た 請 求 項 ８ 、 ９ 、 １ ０ 又 は １ １ の 鉢 植 栽 培 容 器 。
【 請 求 項 １ ４ 】
支 持 台 又 は 外 鉢 が 作 物 支 持 支 柱 と 支 柱 保 持 孔 を 有 す る 請 求 項 １ ２ の 鉢 植 栽 培 容 器 。
【 請 求 項 １ ５ 】
培 地 表 面 に 散 水 施 肥 シ ー ト を 被 せ る 請 求 項 ８ 、 ９ 、 １ ０ 、 １ １ 、 １ ２ 、 １ ３ 又 は １ ４ の 鉢
植 栽 培 容 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 鉢 植 栽 培 方 法 と 栽 培 容 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 方 法 と 欠 点 】
従 来 の 鉢 植 栽 培 は 栽 培 容 器 を 地 表 に 置 い て 栽 培 す る の で 、 地 中 温 度 と 地 下 水 分 に 影 響 さ れ
る と 共 に 、 地 下 水 を 汚 染 し 、 停 滞 水 の 湿 害 を 受 け 易 く 、 農 地 法 の 面 倒 な 制 約 を 受 け る 欠 点
が あ っ た 。
ま た 、 栽 培 容 器 が 通 気 性 と 通 水 性 が 無 い の で 、 停 滞 水 の 湿 害 を 受 け 易 く 、 根 の 呼 吸 作 用 が
不 活 発 に な る 欠 点 が あ っ た 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 公 平 ３ － ４ １ ７ ０ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 の 目 的 】
本 発 明 は こ れ 等 の 欠 点 の 解 消 を 目 的 と す る 。 本 発 明 者 は さ ら に 鋭 意 研 究 し た 結 果 、 光 を 当
て る と 根 が 切 れ る こ と に 着 目 し 、 本 発 明 に 到 達 す る に 至 っ た 。 本 発 明 に よ れ ば 、 こ れ 等 の
欠 点 は 解 消 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 構 成 】
本 発 明 は 外 鉢 と 、 通 水 通 気 通 根 性 の 内 鉢 と 、 内 鉢 内 の 培 地 と 、 通 水 通 気 性 の 培 地 支 持 礫 層
と を 用 い る 鉢 植 栽 培 方 法 に お い て 、 鉢 と 内 鉢 と の 間 に 空 気 層 を 介 在 さ せ 、 栽 培 中 に 内 鉢 を
日 光 に 当 て る か 、 又 は 透 明 又 は 略 々 透 明 な 外 鉢 を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 鉢 植 栽 培 方 法 で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 本 発 明 は 外 鉢 と 、 通 水 通 気 通 根 性 の 内 鉢 と 、 内 鉢 内 の 培 地 層 と 、 通 水 通 気 性 の 培 地
支 持 礫 層 と 、 外 鉢 と 内 鉢 と の 間 に 介 在 す る 空 気 層 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 鉢 植 栽 培 容
器 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
内 鉢 を 通 根 性 と す る と 、 根 が 内 鉢 を 通 過 し て 内 鉢 の 外 周 面 上 に 伸 び る 。
鉢 と 内 鉢 と の 間 に 空 気 層 を 介 在 さ せ る と 、 内 鉢 を 通 過 し た 根 が 空 気 層 に 入 り 、 内 鉢 の 外 周
面 上 に 伸 長 し よ う と す る 。
作 物 の 栽 培 中 、 内 鉢 を 時 々 取 り 出 し て 日 光 に 当 て る と 、 外 周 面 の 根 が 切 れ て 、 根 巻 き が 起
こ ら な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
外 鉢 を 透 明 又 は 略 々 透 明 と す る と 、 時 々 取 り 出 し て 日 光 に 当 て な く て も 、 光 が 外 鉢 を 容 易
に 透 過 し て 内 鉢 の 外 周 面 上 の 作 物 の 根 に 当 り 、 根 を 切 断 し て 、 根 巻 き を 防 止 す る 。
培 地 の 深 さ を 約 １ ０ ｃ ｍ 以 内 と し て 、 直 根 を 生 成 さ せ な い で 、 毛 細 根 群 を 地 表 面 近 辺 に 集
中 し て 生 成 さ せ る と 、 特 に 好 適 で あ る 。 培 地 層 の 厚 さ が 約 １ ０ ｃ ｍ 以 内 で あ る と 、 培 地 層
の 最 下 部 か ら 表 面 に 水 が 毛 細 管 作 用 に よ り 吸 い 上 げ ら れ る 。 一 方 、 培 地 層 の 厚 さ が 薄 過 ぎ
る と 培 地 が 少 な く な る の で 、 栽 培 が 難 し く 、 こ の 面 か ら 薄 さ は 制 限 さ れ る 。 作 物 に よ っ て
も 異 な る が 、 培 地 は 表 面 か ら 底 部 迄 の 深 さ が 少 な く と も 約 ４ ｃ ｍ 、 通 常 、 約 ５ ｃ ｍ 以 上 で
あ る 。
空 気 層 を 介 在 さ せ る と 、 作 物 の 呼 吸 作 用 が 活 発 に な る 。
培 地 層 を 厚 さ 約 ３ ～ ５ ｃ ｍ の 第 １ 培 地 層 と 、 厚 さ 約 ５ ～ ７ ｃ ｍ の 第 ２ 培 地 層 と に 分 け る と
、 作 物 の 種 類 に 応 じ て 成 長 を 調 節 で き る の で 、 好 都 合 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
第 １ 培 地 層 と し て 弱 酸 性 ～ 弱 ア ル カ リ 性 の 砂 礫 又 は 焼 成 土 を 用 い 、 第 ２ 培 地 層 と し て 強 酸
性 ～ 強 ア ル カ リ 性 の 砂 礫 又 は 焼 成 土 を 用 い る と 、 通 常 、 鉢 植 栽 培 で き る 殆 ん ど 全 て の 一 般
の 作 物 を 好 都 合 に 栽 培 で き る 。 こ れ は 第 １ 培 地 層 と し て 弱 酸 性 ～ 弱 ア ル カ リ 性 の 砂 礫 又 は
焼 成 土 を 用 い る と 、 第 ２ 培 地 層 が 強 酸 性 又 は 強 ア ル カ リ 性 の 砂 礫 又 は 焼 成 土 で あ っ て も 、
作 物 に 対 応 し て 鉢 植 栽 培 で き る 殆 ん ど 全 て の 一 般 の 作 物 を 栽 培 で き る か ら で あ る 。 例 え ば
、 バ ジ ル は ｐ Ｈ １ １ の 強 ア ル カ リ 性 の 珊 瑚 質 土 壌 で は 育 た な い が 、 弱 ア ル カ リ 性 の 第 １ 培
地 層 を 用 い る こ と に よ り 、 第 ２ 培 地 層 が ｐ Ｈ １ １ の 強 ア ル カ リ 性 の 珊 瑚 質 土 壌 で あ っ て も
栽 培 で き る 。 品 質 が 良 く 、 味 と 香 り も 良 い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
内 鉢 を 保 持 す る 支 持 台 を 用 い る と 、 空 気 層 を 介 在 さ せ る の に 好 都 合 で あ り 、 好 都 合 に 作 物
の 支 柱 と 支 柱 保 持 孔 を 設 け る こ と が で き る 。
支 持 台 は 外 鉢 に 設 け る こ と が で き る 。
培 地 層 の 粒 度 は 約 ０ ． １ ～ ５ ｍ ｍ が 好 ま し い 。 約 ０ ． １ ｍ ｍ よ り も 細 か い と 通 気 性 が 劣 り

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-121066 A 2004.4.22



、 約 ５ ｍ ｍ よ り も 粗 い と 通 気 性 と 通 水 性 が 過 大 に な る 為 で あ る 。
培 地 支 持 礫 層 は 培 地 層 を 支 持 す る 目 的 の 下 に 設 け る の で 、 培 地 層 と し て で は な く 培 地 支 持
層 と し て 作 用 す る よ う に 、 粒 度 約 ５ ｍ ｍ 以 上 が 好 適 で あ る 。
培 地 支 持 礫 層 は 中 性 で 粒 度 約 ５ ｍ ｍ 以 上 が 好 ま し い 。
培 地 は 天 然 の 土 又 は 砂 礫 か ら 作 物 の 種 類 に よ っ て 選 択 す る 。 美 味 し い 果 物 、 野 菜 を 作 る 為
に 、 酸 性 土 壌 が 適 す る も の は 例 え ば し そ 、 茶 樹 、 ブ ル ー ベ リ ー で あ り 、 中 性 土 壌 が 適 す る
も の は 例 え ば 胡 瓜 、 茄 子 、 ト マ ト で あ り 、 ア ル カ リ 性 土 壌 が 適 す る も の は 例 え ば バ ジ ル で
あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
外 鉢 と 内 鉢 に は 環 境 ホ ル モ ン が 溶 出 し 難 い 安 全 な 材 質 の プ ラ ス チ ッ ク ス 又 は 天 然 素 材 を 用
い る 。
内 鉢 は ポ バ ー ル （ ビ ニ ロ ン ） 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ケ ナ フ 等 の 不 織 布 か ら 製 す る と 好 都 合 で あ
る 。 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン は 比 較 的 安 全 で あ る 。
栽 培 容 器 と 地 表 と の 間 に 防 水 シ ー ト を 設 け る と 、 栽 培 容 器 と 地 表 と の 間 を 隔 離 で き 、 漏 洩
し た 灌 漑 水 や 液 肥 が 地 下 に 浸 透 す る の を 防 止 で き 、 好 都 合 で あ る 。
外 鉢 又 は 支 持 台 が 作 物 支 持 支 柱 と 支 柱 保 持 孔 と を 有 す る と 、 胡 瓜 、 茄 子 、 ト マ ト 等 の 作 物
が 伸 長 し た と き の 茎 ま た は 蔓 の 支 持 に 好 都 合 で あ る 。 ま た 、 支 柱 を 有 す る と 、 雨 除 け シ ー
ト 、 防 虫 網 等 を 保 持 す る の に 好 都 合 で あ る 。
培 地 表 面 に 散 水 施 肥 シ ー ト を 覆 せ る と 、 マ ル チ シ ー ト と し て 作 用 し 、 蒸 散 を 防 止 し 、 毛 細
管 作 用 に よ り 水 を 引 き 上 げ 、 マ ル チ 灌 水 施 肥 が で き る 。
外 鉢 に は 表 面 に ロ ゴ 又 は マ ー ク を 記 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 作 用 】
根 巻 き を 防 止 す る 。
通 気 性 が 良 く な る 。 通 気 性 の 有 る 内 鉢 の 中 で 、 植 物 の 根 は 回 り を 全 部 空 気 の 層 で 囲 ま れ て
い る の で 、 根 の 呼 吸 作 用 が 活 発 に な る 。
作 物 の 節 間 距 離 を 調 節 し 、 矮 性 化 と 徒 長 化 を 制 御 す る こ と が で き る 。
停 滞 水 の 湿 害 を 排 除 で き る 。
地 下 水 を 汚 染 せ ず 、 地 中 温 度 と 地 下 水 分 の 影 響 を 受 け な い 。
培 地 層 を 少 な く す る こ と に よ り 、 水 分 を 簡 易 迅 速 に 制 御 で き 、 作 業 を 省 力 化 で き る 。
培 地 層 の 最 下 部 か ら 表 面 に 水 を 毛 細 管 作 用 に よ り 吸 い 上 げ る 。
培 地 層 に 表 面 か ら 均 等 に 灌 水 施 肥 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
根 巻 き を 防 止 で き る 。
根 の 呼 吸 作 用 が 活 発 に な る 。
鉢 植 栽 培 で き る 殆 ん ど 全 て の 一 般 の 作 物 を 栽 培 で き る 。
作 物 の 節 間 距 離 を 調 節 し 、 矮 性 化 と 徒 長 化 を 制 御 す る こ と が で き る 。
停 滞 水 の 湿 害 を 排 除 で き る 。
地 下 水 を 汚 染 せ ず 、 地 中 温 度 と 地 下 水 分 の 影 響 を 受 け な い 。 寒 冷 期 に お い て も 根 の 成 長 と
活 動 が 停 止 し な い 。
水 分 を 簡 易 迅 速 に 制 御 で き 、 作 業 を 省 力 化 で き る 。
農 地 法 の 面 倒 な 制 約 を 受 け な い 。
胡 瓜 、 茄 子 、 ト マ ト 等 の 作 物 は 温 室 、 露 地 等 で 大 規 模 に 栽 培 す る 場 合 は 、 接 ぎ 木 す る （ 他
根 性 ） こ と が 多 か っ た が 、 接 ぎ 木 し な い （ 自 根 性 ） 場 合 に も 適 用 で き る 。
栽 培 容 器 を 上 下 に 分 け て 吊 る 配 置 等 に よ り 、 ハ ウ ス を 立 体 的 に 利 用 す る こ と が で き る 。 下
方 で 育 苗 、 上 方 で 栽 培 で き る 。
設 置 と 移 動 が 容 易 な の で 、 通 風 、 採 光 、 作 業 性 等 を 良 好 な 状 態 に 改 善 で き る 。 花 卉 類 に つ
い て 、 対 病 性 の 強 い 日 保 ち す る 花 が 作 れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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水 と 肥 料 を 極 限 ま で 減 ら す 農 法 （ 特 公 平 ３ － ４ １ ７ ０ 号 ） を 実 施 し 易 く な り 、 糖 度 が 高 く
、 ビ タ ミ ン Ｃ と ミ ネ ラ ル の 多 い 野 菜 や 果 物 を 作 り 易 い 。
培 地 の 調 整 に よ っ て 花 や ハ ー ブ の 栽 培 に 最 適 な 環 境 も 容 易 に 作 れ る 。
密 植 栽 培 が 可 能 で あ り 、 高 品 質 、 多 収 穫 、 大 規 模 栽 培 に 好 都 合 で あ る 。
養 分 の 調 整 に よ り 根 の 伸 長 制 御 が 容 易 で あ る 。
地 上 部 の 生 育 を 矮 性 化 し て 採 光 性 を 改 善 し て 、 省 力 化 と 高 品 質 、 多 収 穫 が 可 能 と な る 。
連 作 障 害 の 無 い 多 年 度 リ サ イ ク ル 栽 培 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
コ ン ピ ュ ー タ ー に よ る 灌 水 シ ス テ ム を 導 入 す る こ と に よ り 、 灌 水 量 を 適 量 且 つ 均 一 に 保 つ
こ と が で き る 。
地 表 と 培 地 を 隔 離 す る こ と に よ り 、 土 壌 深 部 に 生 息 す る 病 原 菌 に よ る 培 地 の 感 染 を 防 止 で
き る 。
病 虫 害 の 蔓 延 を 予 防 し 易 い 。
栽 培 容 器 が 個 々 に 独 立 し て い て 、 水 耕 栽 培 に 見 ら れ が ち な 病 原 菌 が 培 養 液 を 媒 体 と し て 伝
染 す る こ と が な い 。
病 虫 害 に 冒 さ れ た 株 や 成 長 の 悪 い 株 を 撤 去 し て 、 そ の 後 に 正 常 な 株 の 容 器 を 容 易 に 入 れ 替
え る こ と が で き る 。
培 地 層 の 最 下 部 か ら 表 面 に 水 を 毛 細 管 作 用 に よ り 吸 い 上 げ る こ と が で き る 。
鉢 植 栽 培 は 独 立 し た 環 境 と ド リ ッ プ 灌 水 シ ス テ ム を 利 用 で き る の で 、 レ ベ ル を 気 に し な い
で 容 易 に 設 置 で き る 。 ま た 、 施 肥 量 と 灌 水 量 を 容 易 に 調 整 で き る 。
培 地 層 に 表 面 か ら 均 等 に 施 肥 灌 水 で き る 。
作 物 、 時 期 に 適 し た 培 地 設 計 に よ り 、 高 品 質 の 作 物 と 果 物 を 、 多 量 に 収 穫 で き る 。
連 作 が 可 能 に な り 、 多 年 度 の 再 生 利 用 栽 培 が 可 能 に な る 。 若 し 、 連 作 で き な い 場 合 は 培 地
を 焼 成 す る か 、 高 温 蒸 気 で 殺 菌 処 理 す れ ば 容 易 に 連 作 で き る 。
連 続 自 根 栽 培 が 可 能 と な り 、 コ ス ト ダ ウ ン と 品 種 本 来 の 特 長 を 再 現 で き る 。
線 虫 等 は 浅 い 土 壌 に し か 生 息 し な い 。 植 物 に 有 害 な 微 生 物 は 地 表 か ら 約 ５ ０ ｃ ｍ 以 上 の 深
い 土 壌 に は 殆 ん ど 存 在 し な い の で 、 そ の よ う な 深 い 土 壌 か ら 培 地 を 採 取 す る と 、 消 毒 や 高
温 蒸 成 を し な く て も 良 い 。
栽 培 法 と 栽 培 環 境 を 適 宜 選 定 し て 糖 度 ７ 以 上 の ト マ ト を 作 る と 、 遺 伝 子 組 み 換 え の 操 作 無
し で 、 ト マ ト の 形 状 や 心 室 の 数 が 違 う 個 性 的 な ト マ ト を 作 れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 実 施 例 】
以 下 、 本 発 明 を 実 施 例 に つ き さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。
〔 実 施 例 １ 〕
こ の 実 施 例 で は 、 図 ４ に 示 す 栽 培 容 器 を 用 い て 青 じ そ を 栽 培 し 、 成 長 の 様 子 、 収 量 及 び 品
質 を 慣 行 の 露 地 栽 培 と 比 較 し た 。
通 水 通 気 通 根 性 の 不 織 布 製 の 内 鉢 に 、 厚 さ が 約 約 １ ０ ｃ ｍ に な る よ う に 培 地 を 入 れ 、 青 じ
そ の 苗 を 定 植 し て 、 特 公 平 ３ － ４ １ ７ ０ 号 の 方 法 に よ り 水 と 肥 料 を 極 限 ま で 減 ら し て 栽 培
し た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
第 １ 培 地 層 に は 厚 さ 約 ４ ｃ ｍ の 弱 酸 性 の 焼 成 土 を 用 い 、 第 ２ 培 地 層 に は 厚 さ 約 ６ ｃ ｍ の 弱
ア ル カ リ 性 の 砂 礫 を 用 い た 。
栽 培 容 器 は ハ ウ ス 内 に 防 水 シ ー ト を 敷 き 、 そ の 上 に 定 置 し た 。
施 肥 灌 水 は 予 め 培 地 の 表 面 が 乾 燥 し て い る こ と を 確 認 し て か ら 、 表 面 全 体 が 充 分 に 湿 る が
内 鉢 か ら 下 方 に 流 出 し な い よ う に 施 肥 灌 水 し た 。
内 鉢 は 時 々 毎 週 １ 回 、 午 前 ９ 時 か ら 午 後 １ 時 ま で 取 り 出 し て 日 に 当 て た 。
同 時 期 に 同 じ ハ ウ ス 内 で 地 面 に 畝 を 作 り 、 一 列 に 株 間 約 ２ ０ ｃ ｍ で 青 じ そ の 苗 を 定 植 し て
、 露 地 栽 培 し た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 に よ る 青 じ そ は 毛 細 根 群 が 繁 茂 し 、 葉 脈 が 良 く 発 達 し 、 葉 の 裏 側 に 葉 脈 が 盛 り 上 が
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り 、 葉 の 表 面 は 明 る い 緑 色 と な り 、 葉 の 裏 側 の 葉 脈 と 葉 脈 の 間 の 部 分 は 稍 々 紫 色 に な っ た
。 香 り は 路 地 栽 培 の も の よ り 強 く 、 心 地 良 い 風 味 が 有 っ た 。 こ れ は 毛 細 根 群 に よ り 栄 養 成
分 の 選 択 吸 収 が で き た 為 で あ っ た 。 下 葉 か ら 摘 み 取 っ て １ 株 当 り 平 均 約 １ ６ ８ 枚 収 穫 し た
。
露 地 栽 培 の 青 じ そ は 葉 と 茎 が 濃 い 目 の 緑 色 で 、 香 り が 弱 く 、 ど ぶ 臭 く 、 葉 に 苦 み が 有 っ た
。 ま た 、 側 枝 と 次 の 側 枝 と の 節 間 距 離 が 長 く 、 樹 が 徒 長 し 、 葉 が 軟 弱 で あ っ た 。 下 葉 か ら
摘 み 取 っ て １ 株 当 り 平 均 約 １ ２ ０ 枚 収 穫 し た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
〔 実 施 例 ２ 〕
こ の 実 施 例 で は 、 図 ４ に 示 す 栽 培 容 器 と 略 々 同 様 な 栽 培 容 器 を 用 い て バ ジ ル を 栽 培 し 、 成
長 の 様 子 、 収 量 及 び 品 質 を 慣 行 の 露 地 栽 培 と 比 較 し た 。
外 鉢 に は 透 光 性 の 良 い 透 明 な 容 器 を 用 い た 。
通 水 通 気 通 根 性 の 不 織 布 製 の 内 鉢 に 、 厚 さ が 約 ９ ～ １ ０ ｃ ｍ に な る よ う に 培 地 を 入 れ 、 バ
ジ ル の 苗 を 定 植 し て 、 特 公 平 ３ － ４ １ ７ ０ 号 の 方 法 に よ り 栽 培 し た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
第 １ 培 地 層 に は 厚 さ 約 ５ ｃ ｍ の 弱 ア ル カ リ 性 の 焼 成 土 を 用 い 、 第 ２ 培 地 層 に は 厚 さ 約 ５ ｃ
ｍ の 強 ア ル カ リ 性 の 砂 礫 を 用 い た 。
培 地 の 表 面 を 不 織 布 の シ ー ト で 覆 っ て 、 水 分 の 蒸 発 を 防 ぎ 、 表 面 全 体 に 水 分 を 毛 細 管 作 用
で 拡 散 さ せ て 湿 潤 さ せ た 。
栽 培 容 器 は ハ ウ ス 内 に 防 水 シ ー ト を 敷 き 、 そ の 上 に 定 置 し た 。
施 肥 灌 水 は 不 織 布 シ ー ト に 散 水 す る 方 法 で 行 な い 、 予 め 培 地 の 表 面 が 乾 燥 し て い る こ と を
確 認 し て か ら 、 表 面 全 体 が 充 分 に 湿 る が 内 鉢 か ら 下 方 に 流 出 し な い よ う に 施 肥 灌 水 し た 。
同 時 期 に 同 じ ハ ウ ス 内 で 地 面 に 畝 を 作 り 、 一 列 に 株 間 約 ２ ５ ｃ ｍ で バ ジ ル の 苗 を 定 植 し て
、 露 地 栽 培 し た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 発 明 に よ る バ ジ ル は 毛 細 根 群 が 繁 茂 し 、 葉 脈 が 良 く 発 達 し 、 葉 の 裏 側 に 葉 脈 が 盛 り 上 が
り 、 葉 の 表 面 は 明 る い 緑 色 と な り 、 葉 の 裏 側 の 葉 脈 と 葉 脈 の 間 の 部 分 は 稍 々 紫 色 に な り 、
「 露 地 」 栽 培 の も の よ り 側 枝 と 次 の 側 枝 と の 節 間 距 離 が 短 く 、 樹 の 背 丈 が 低 か っ た 。 バ ジ
ル は 香 り が 爽 や か で 露 地 栽 培 の も の よ り 強 く 、 苦 み が 少 な く 、 心 地 良 い 風 味 が 有 り 、 サ ラ
ダ に 加 え ら れ る ほ ど ピ リ リ と し た 食 感 が あ り 、 ビ タ ミ ン Ｃ の 含 有 量 が 露 地 栽 培 の も の よ り
約 ３ 倍 以 上 高 く 、 窒 素 分 が 少 な か っ た 。 収 量 は 露 地 栽 培 の も の の 約 ２ 倍 で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
露 地 栽 培 の バ ジ ル は 直 根 が 発 達 し 、 毛 細 根 群 が 少 な く 、 水 分 や 栄 養 成 分 の 選 択 吸 収 が で き
な か っ た の で 、 葉 と 茎 が 濃 い 目 の 緑 色 で 、 香 り が 本 発 明 の バ ジ ル よ り 格 段 に 弱 く 、 爽 や か
で な く 、 葉 の 苦 み が 強 く 、 ど ぶ 臭 い 食 味 が あ っ た 。 ま た 、 側 枝 と 次 の 側 枝 と の 節 間 距 離 が
長 く 、 樹 が 徒 長 し 、 葉 が 軟 弱 で あ っ た 。 こ れ は 毛 細 根 群 が 少 な か っ た 為 、 直 根 が 発 達 し 、
水 耕 栽 培 等 の プ ラ ン ト で 栽 培 し た ハ ー ブ 類 が 香 り が 少 な く 栄 養 素 が 乏 し い の と 同 様 に 、 水
分 や 栄 養 成 分 を 選 択 吸 収 で き な か っ た こ と に よ る も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 実 施 例 ３ 】
こ の 実 施 例 で は 、 図 ４ に 示 す 栽 培 容 器 と 略 々 同 様 な 栽 培 容 器 を 用 い て ト マ ト を 栽 培 し 、 成
長 の 様 子 、 収 量 及 び 品 質 を 慣 行 の 露 地 栽 培 と 比 較 し た 。
通 水 通 気 通 根 性 の 不 織 布 製 の 内 鉢 に 、 厚 さ が 約 ９ ～ １ ０ ｃ ｍ に な る よ う に 培 地 を 入 れ 、 ト
マ ト の 苗 を 定 植 し て 、 特 公 平 ３ － ４ １ ７ ０ 号 の 方 法 に よ り 栽 培 し た 。
外 鉢 に は 透 光 性 の 良 い 透 明 な 容 器 を 用 い た 。
第 １ 培 地 層 に は 厚 さ 約 ５ ｃ ｍ の 中 性 の 焼 成 土 を 用 い 、 第 ２ 培 地 層 に は 厚 さ 約 ５ ｃ ｍ の 弱 酸
性 の 砂 礫 を 用 い た 。
栽 培 容 器 は ハ ウ ス 内 に 防 水 シ ー ト を 敷 き 、 そ の 上 に 定 置 し た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
施 肥 灌 水 は 不 織 布 シ ー ト に 散 水 す る 方 法 で 行 な い 、 予 め 培 地 の 表 面 が 乾 燥 し て い る こ と を
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確 認 し て か ら 、 表 面 全 体 が 充 分 に 湿 る が 内 鉢 か ら 下 方 に 流 出 し な い よ う に 施 肥 灌 水 し た 。
第 １ 段 目 か ら 第 ５ 段 目 ま で １ 株 当 り 平 均 約 ３ ｋ ｇ 収 穫 し た 。 ト マ ト の 糖 度 は 第 １ 段 目 か ら
第 ２ 段 目 ま で は 平 均 約 ５ 度 で あ っ た 。 第 ３ 段 目 か ら 第 ５ 段 目 ま で は 平 均 約 ７ 度 で あ っ た 。
同 時 期 に 同 じ ハ ウ ス 内 で 地 面 に 畝 を 作 り 、 一 列 に 株 間 約 ３ ０ ｃ ｍ で ト マ ト の 苗 を 定 植 し て
、 露 地 栽 培 し た 。
露 地 栽 培 の ト マ ト は 毛 細 根 群 が 少 な く 、 直 根 が 発 達 し 、 水 分 や 栄 養 成 分 の 選 択 吸 収 が で き
な か っ た の で 、 水 耕 栽 培 等 の プ ラ ン ト で 栽 培 し た ト マ ト と 同 様 に 糖 度 が 低 く 、 甘 味 と 酸 味
の バ ラ ン ス が 良 く な か っ た 。 第 １ 段 目 か ら 第 ５ 段 目 ま で １ 株 当 り 平 均 約 ４ ｋ ｇ 収 穫 し た 。
ト マ ト の 糖 度 は 第 １ 段 目 か ら 第 ２ 段 目 ま で は 平 均 約 ３ 度 で あ っ た 。 第 ３ 段 目 か ら 第 ５ 段 目
ま で は 平 均 約 ４ 度 で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 発 明 に よ る ト マ ト は 毛 細 根 群 が 繁 茂 し 、 露 地 栽 培 の も の よ り 側 枝 と 次 の 側 枝 と の 節 間 距
離 が 短 く 、 樹 高 が 低 く 、 成 長 が 速 か っ た 。 果 実 の 心 室 の 数 が 路 地 栽 培 の も の の ２ 倍 以 上 に
な り 、 果 実 の 外 皮 の 表 面 に 産 毛 が 密 集 し て 発 生 し 、 葉 や 茎 が 香 草 の よ う に 心 地 良 い 香 り を
強 く 放 っ た 。 果 実 は 樹 上 で 完 熟 し て も 、 心 室 内 の 種 子 と 種 子 を 包 む ゼ リ ー 状 の 部 分 が 鮮 や
か な 緑 色 を 呈 し 、 輪 切 り に し た と き に 果 汁 と 種 子 が 流 れ 出 る こ と は な か っ た 。 ま た 、 糖 度
が 容 易 に ６ 以 上 に な り 、 比 重 が 大 き く な っ て 水 中 で 沈 ん だ 。 こ れ 等 の 優 れ た 性 質 は 遺 伝 子
を 組 み 換 え る こ と な く 得 ら れ た も の で あ り 、 遺 伝 子 組 み 換 え な ど の 手 段 に よ ら ず に 高 品 質
の ト マ ト を 生 産 で き た 。 慣 行 の 露 地 栽 培 で は こ の よ う に 高 品 質 の ト マ ト を 生 産 で き な か っ
た 。 ま た 、 本 発 明 の ト マ ト の 種 子 を 採 取 し て 慣 行 の 露 地 栽 培 で 栽 培 し て も 、 こ れ 等 の 優 れ
た 性 質 は 再 現 で き な か っ た 。
本 発 明 に よ る ト マ ト の 皮 の 部 分 や 茎 、 根 の 部 分 は 糖 度 が 高 く 、 美 味 で あ っ た 。 こ れ は ブ ド
ウ の 皮 の 部 分 の 糖 度 が 高 い と 、 高 品 質 の ワ イ ン が で き る の と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
以 上 、 本 発 明 を 特 定 の 実 施 例 に つ き 詳 細 に 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ 等 の 実 施 例 の み に 限
定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 広 範 な 精 神 と 視 野 を 逸 脱 す る こ と な く 、 種 々 な 変 更 と 修
整 が 可 能 な こ と 勿 論 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 内 鉢 内 に 収 容 し た 培 地 の 一 例 を 示 す 線 図 的 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 培 地 層 と 支 持 礫 層 の 一 例 を 示 す 線 図 的 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 栽 培 容 器 の 一 例 を 示 す 線 図 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 外 鉢 の 一 例 を 示 す 線 図 的 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 支 持 台 の 一 例 を 示 す 線 図 的 斜 視 図 で あ る 。
１ 　 　 　 内 鉢
２ 　 　 　 外 鉢
３ 　 　 　 培 地
３ Ａ 　 　 第 １ 培 地 層
３ Ｂ 　 　 第 ２ 培 地 層
４ 　 　 　 培 地 支 持 礫 層
５ 　 　 　 空 気 層
６ 　 　 　 支 持 台
７ 　 　 　 通 気 孔
８ 　 　 　 排 水 孔
９ 　 　 　 吸 水 布
１ ０ 　 　 水
１ １ 　 　 支 柱
１ ２ 　 　 支 柱 保 持 孔
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